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A Study of Byo-dome Tanko- Armor Unearthed in Kumamoto：

















































































から抽出したものが表 1 である。以下ではこの表をもとにしながら，それぞれの属性について 5 領
の鋲留短甲の様相を述べていく。










現存している部分での鋲同士の間隔を見てみると，上生上ノ原 4 号墳例はおおむね 3 ㎝であり間隔
が狭い。このことから考えると，上生上ノ原 4 号墳例に用いられた鋲の数は，多鋲傾向にあったも
のと考えられよう。伝左山古墳例，マロ塚古墳例，江田船山古墳例では，後胴上段帯金の上下辺は
































中 1975・1991：p.281，吉村 1988：p.35，滝沢 1991：p.29］。その要因については，製作の簡略化にとも
なって，従来の地板と帯金の関係では短甲の堅牢性が保てなくなったためという指摘がある［滝沢







蝶番 滝沢分類① ② 引合 竪上 押付 上縁 下縁 脇 前胴 後胴




鉄包 ？ ○ ? ？
ⅠＢ
ⅡＡ
伝佐山古墳 横鋲短（7・7） 8～9 3 6 4.9 C C C 鉄包 鉄包 革 ○ × 方3 ⅡC
マロ塚古墳 横鋲短（7・7） 8～9 3 6 5.0 C C A 鉄包 鉄包 鉄包 ○ × 方3 ⅡC
江田船山古墳 横鋲甲（6・7） 9～10 1 6 4.8 C C A
鉄包
鉄折 鉄折 鉄折 ? × 方3 ⅡC
カミノハナ3号墳 横鋲短（6・7） 10～11 2 7 4.9 D C? A 鉄折 鉄折 鉄折 ○ × 長2 ⅡC
表1　検討する鋲留短甲の属性表
段構成は（前胴段数・後胴段数）を表す。鋲数の①＝前胴上段帯金，②=後胴上段帯金を表す。




は 4.7 ㎝である。上生上ノ原 4 号墳に幅広の帯金が用いられているのは，6 枚構成という段構成に
よるものと考えられる。伝左山古墳例は後胴下段帯金，左前胴下段帯金がそれぞれ 3.7 ㎝，3.8 ㎝で
ある。しかし，それ以外の帯金には 4.0 ～ 4.9 ㎝と幅広いものが用いられている。マロ塚古墳例に
は，すべて 4 ㎝以上の幅が広い帯金が用いられている。中でも，後胴上段帯金は幅が 5.0 ㎝で，非




































　検討した 5 領の短甲は各属性の異同により大きく 3 つのグループに分けることができる。すなわ
ち，①小型鋲が用いられ，前胴 6 段構成で，特異な覆輪が施されている上生上ノ原 4 号墳例，②大
型鋲が用いられ，前後胴 7 段構成で，鉄包覆輪が施されている伝左山古墳例，マロ塚古墳例，③超
大型鋲が用いられ，前胴 6 段，後胴 7 段構成で，鉄折覆輪が施されている江田船山古墳例，カミノ































































　編年の上での指標とされている各属性に目をやると，使用されている鋲の直径は 8 ～ 9 ㎜，後胴
上段帯金の接合のために用いられている鋲数は上下辺とも各 6 鋲である。帯金の上下幅はいずれも
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　江田船山古墳・カミノハナ3号墳（横矧板鋲留短甲，図6～8）




金の接合のための鋲数は，江田船山古墳例で上下辺とも 6 鋲，カミノハナ 3 号墳例では上下辺とも

















　この両短甲の最大の特徴は，前胴が 1 段省略された，前胴 6 段構成をとることである。カミノハ
ナ 3 号墳例は，報告書では，前後胴 7 段構成になっている［熊本大学文学部考古学研究室 1982：p.19］が，
検討の結果，6 段構成であることが明らかになった［杉井編 2009：pp.54-55］。この前胴 6 段構成と
なる横矧板鋲留短甲は，前胴 7 段構成の横矧板鋲留短甲の簡略化型式として捉えられており［小林
1974・1991：p.159，滝沢 1986：p.69，吉村 1988：p.29 など］，さらに橋本達也は「省力化の結果，行き
































る鋲配置（滝沢分類 a 類）であり，カミノハナ 3 号墳例が，引合板部分で各段中央に鋲が打たれる
鋲配置（滝沢 D 類），押付板部分では，江田船山古墳同様に帯金中央に鋲が打たれる鋲配置（滝沢
分類 a 類）である。いずれも二枚留を避ける鋲配置である。この滝沢分類 a 類の鋲配置は上述の伝
左山古墳，マロ塚古墳例の検討の中で，新相を示す横矧板鋲留短甲に製作の簡略化を目的として採
用されていることを想定した。その2領よりさらに製作が簡略化されたと考えられる江田船山古墳，











































































































































摘されている［藤田 1988：p.457，滝沢 1994：p.201 など］。
　熊本地域においても，その傾向に合致した状況がみられる。上生上ノ原4号墳，カミノハナ1号墳，
カミノハナ 3 号墳，三角町鬼塚古墳は 10 ｍ台の小規模円墳であるし，高塚横穴のように横穴墓へ
の副葬もみられる。熊本地域の鋲留甲冑出土古墳 11 基中，約半数が小規模墳にあたる。直径 20 ｍ
台の石ノ室古墳，人吉市鬼塚古墳を加えるならば，全体における小規模墳の割合はさらに増加する。








［田中晋 1981・1991：p.341，藤田 1988：p.425 など］。古墳時代中期後半における甲冑の保有のあり方は，
番号 古墳名 所在地 墳形・規模 内部主体
甲冑・付属具
冑 甲 頸 肩 他
1 伝左山古墳 菊池川下流域 玉名市繁根木 円墳・35m 横穴式石室 小札鋲留眉庇付冑小札鋲留眉庇付冑 横矧板鋲留短甲 1 臑当1
2 江田船山古墳 菊池川下流域 玉名郡和水町江田 前方後円墳・62m 横口式家形石棺 横矧板鋲留衝角付冑
横矧板鋲留短甲
横矧板革綴短甲 1 ○ 錣3
3 臼塚古墳 菊池川中流域 山鹿市石 円墳・28m 横穴式石室 ？ ？ ？ ？ ？
4 金屋塚古墳 菊池川中流域 山鹿市石 ？ ？ ？ ？ ？ ？ ？
5 慈恩寺経塚古墳 合志川流域 鹿本郡植木町米塚 円墳・53m 舟形石棺 眉庇付冑 三角板革綴短甲？ ― ― 錣




横矧板鋲留短甲 3 ○ 錣2
7 上生上ノ原4号墳 合志川流域 合志市上生 円墳・10m 箱式石棺 眉庇付冑？（痕跡） 三角板鋲留短甲 ― ― ―
8 高塚横穴群 阿蘇地域 阿蘇郡高森町 横穴墓 横穴墓 ― 横矧板鋲留短甲 ― ― ―
9 釜尾古墳 白川下流域 熊本市釜尾 円墳・13m 横穴式石室 ― 挂甲 ― ― ―
10 楢崎山5号墳 白川下流域 熊本市小島下町 円墳・17m 横穴式石室 蒙古鉢形冑 挂甲不明甲 ― ― 襟甲
11 秋只古墳 緑川中流域 上益城郡御船町豊秋 ？ 竪穴式石室？ ― ？革綴短甲 ― ― ―
12 小坂大塚古墳 緑川中流域 上益城郡御船町小坂 円墳・31m 横穴式石室 冑？ 長方板革綴短甲 ― ― ―
13 将軍塚古墳 緑川中流域 上益城郡城南町塚原 円墳・25m 横穴式石室 ― 長方板革綴短甲 ― ― ―
14 石ノ室古墳 緑川中流域 上益城郡城南町塚原 円墳・20m 横口式家形石棺 ― ？鋲留短甲 ― ― ―
15 清水乙古墳 天草北部島嶼域 宇城市三角町磯山 ？ 箱式石棺 ― 鎧 ― ― ―
16 鬼塚古墳 天草北部島嶼域 宇城市三角町戸馳 円墳？・14m？ 横穴式石室 小札鋲留眉庇付冑 三角板革綴短甲？ ― ― 錣
17 カミノハナ1号墳 天草北部島嶼域 上天草市松島町合津 円墳・13m 横穴式石室 ？鋲留冑 ― ― ― 錣
18 カミノハナ3号墳 天草北部島嶼域 上天草市松島町合津 円墳・12m 横穴式石室 ― 横矧板鋲留短甲 ― ― ―
19 物見櫓古墳 氷川下流域 八代郡氷川町野津 前方後円墳・62m 横穴式石室 ― 挂甲 ― ― ―
20 中ノ城古墳 氷川下流域 八代郡氷川町野津 前方後円墳・102m 横穴式石室 ― 挂甲 ― ― ―
21 中ノ城西古墳 氷川下流域 八代郡氷川町野津 ？ ？ ― 挂甲 ― ― ―
22 田川内1号墳 球磨川下流域 八代市日奈久新田町 円墳・34m 横穴式石室 ― ？革綴短甲 1 ○ ―





短甲 1 領のみというあり方が最も多いが，九州においても，多くが 1 古墳短甲 1 領出土という傾向
を示す。
　熊本地域においても，1 古墳短甲 1 領副葬がみられるが，複数埋納墳が多いことに注目される。
熊本地域において，甲冑が複数出土した古墳には，菊池川下流域の江田船山古墳，伝左山古墳，合
志川流域のマロ塚古墳がある。天草北部島嶼域のカミノハナ古墳群には，群中の 1 号墳と 3 号墳に
それぞれ甲冑が副葬されており，こちらも注目される。九州内での中期後葉の甲冑複数埋納墳はこ


























元 1995，宮崎 1995，髙木・蔵冨士 1998，杉井 2004・2010，木村 2007 など］。それぞれ個々の古墳に関









































































































































































































































































































































（ 2 ）――楢崎山 5 号墳出土甲冑を検討した清水・高橋は
築造年代を 6 世紀代ととらえているが，報告文や，高木













































































































図 10　杉井 2010：図 19
図 11　竹中 2003：図 2・3　一部改変
図 12　西嶋 2005：図 1・2　一部改変
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Iron tanko- armor is a major burial accessory of the middle Kofun Period. Armor is a product of 
royal authority, and the distribution of such armor in regional society is thought to refl ect the social 
and political relationships between royal authority and regional power bases. 
The Marozuka Tomb is situated in the Kumamoto area of central Kyushu. There are many tombs 
there from which armor has been excavated, yet there have been very few studies of such armor. 
This study takes up the byo-dome（riveted）armor unearthed in the area of Kumamoto and evaluates its 
historical signifi cance.
First, the period of manufacture（date of manufacture）of the byo-dome armor unearthed in the 
Kumamoto area was studied from the point of view of the manufacturing technology. The results 
indicated that most of the armor was manufactured in the late fifth century. Next, I examined the 
tumuli in which byo-dome armor is found as burial accessories from the point of view of the structure 
of the tumuli. Here I point out that in late fi fth-century Kyushu, Kumamoto was one of the areas where 
there was a concentration of byo- dome armor, and that the tumuli in the Kumamoto area in which 
armor is found are not evenly distributed. 
Furthermore, I considered the historical background to the numerous examples of byo-dome 
armor found in the Kumamoto area. This revealed a number of factors behind the phenomenon of 
the concentration of byo-dome armor. Those factors can be summarized in two key themes: domestic 
development employing new technologies, and activities directed abroad towards the Korean 
peninsula. The outline of such an understanding is not limited to the individual examples of the 
Kumamoto area, but has a major signifi cance that can be generalized and expanded to the entire fi fth-
century Japanese archipelago.
Keywords: middle Kofun Period, Kumamoto area, armor, domestic development and foreign relations
A Study of Boyo-dome Tanko-  Armor Unearthed in Kumamoto：
Chronological Placement and Distribution
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